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第 1 章 調査結果

1．調査の回答から 

Ｑ1 回答者の役職で一番多かったのは園長で全体の約 60％を占めた。次いで、主任保育

士が 22.1％と多かった。この結果から、主任保育士、つまり、保育士の業務は、直接子

どもに関わる業務の他に、このような事務処理等、その業務内容の多様性が伺える。 

Ｑ2 回答園の所在地は九州地方が際立って多く、九州 7県で全体の約 30％を占めている。

Ｑ3 施設認可年について 

年号 件数 ％ 

昭和 686 74.0 

平成 197 21.3 

不明 44 4.7 

サンプル数 927 100.0 

Ｑ4 園舎の築年数は、築 0 年～14 年まで

の比較的新しい園舎の園が全体の約

35％、一方、築～44 年の園舎も全体の

35％を占めており、新旧園舎の割合は、

ほぼ同じである。 
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序 章 

1．調査の目的 

近年、待機児童の解消や子育て支援など保育事業は多様化の一途を辿っている。それに

伴って、社会では保育園保育の重要性が改めて見直され、保育及び保育士の質の向上が喫

緊の課題となっている。 

一方、全国の保育現場に目を向けると、保育の鍵となる保育士が不足し、その採用は困

難を極めている。とりわけ民営保育園では、多くの園で自園の保育の条件に見合った保育

士を採用することができず、質の高い保育サービスの継続的な提供が不安視されてい

る。本調査の56.71％という回収率の高さ、また後に示す自由記述の回答内容を見ても、

この問題への関心の高さと事態の深刻さが伺える。 

政府もこの状況を重く受け止め、昨年 10 月に厚生労働省では「保育を支える保育士の

確保に向けた総合的取組」をまとめ、保育士の人材確保についての厚生労働省の取り組み

を公表し、その柱の一つに保育士の育成をあげている。 

本調査では、深刻化する保育士不足問題が保育園運営や保育の質に与えている影響につ

いて、その実態を明らかにすることにより、保育士不足の問題を解消するために何を課題

としてとらえるべきか、今後、更なる検討が広くなされるための材料の一つにしたい。 

2．調査の方法 

（1）調査対象：全国の日本保育士協会会員園 1,721 園 

（2）調査期間：平成 25 年 5 月 1 日から平成 26 年 3 月 31 日まで 

（3）調査対象日：平成 25 年 3 月 31 日現在の状況 

（4）調査方法：アンケート用紙を郵送により送付し、回答の上、直接返送を依頼した。 

（5）回収率：56.71％ 

（6）有効回答数及び有効回答率：954 件 55.4％ 

3．調査研究委員及び執筆者一覧 

塩 谷   香 東京成徳大学教授…第 3 章、第 4 章 

井 上 眞理子 お茶の水女子大学大学院博士後期課程…第 2 章 

今 井 豊 彦 日本保育協会研修部次長…第 1 章‐2 

飯 村 智佳子 栃木県・ひまわり保育園（日本保育士協会調査研究部）…第 1 章 

池 脇 きん子 宮崎県・下長飯保育園（日本保育士協会調査研究部）…第 1 章 

加 藤 和 子 青森県・和幸保育園（日本保育士協会調査研究部）…第 1 章 

中 島 好 美 大阪府・天宗瓜破東園（日本保育士協会調査研究部）…第 1 章 

真 柄 純 子 新潟県・本量寺保育園（日本保育士協会調査研究部）…第 1 章 

小 浦 久美子 東京都・こころ保育園（日本保育士協会調査研究部）…第 1 章 

小野田 晴 世 東京都・さゆり保育園（日本保育士協会調査研究部）…序章・第 1 章
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Ｑ8 平成 25 年度の保育士採用状況は、募集人数 1,946 人に対して、応募人数が 2,420 人、

採用人数が 1,816 人となっている。募集人数に対して、約 1.25 倍の応募数があるが、

仮に 1 人が複数の保育園に応募をしている場合があるとするならば、必ずしもこの数字

が求職者数と一致するとは限らないのではないだろうか。現に採用人数が募集人数を下

回っていることから、実際の求職者数が応募数よりも少ないか、各保育園の求人にマッ

チした人材が見つからなかった可能性が高いと思われる。 

平成 25 年度の採用状況 

募集人数 1,946 

応募人数 2,420 

採用人数 1,816 

Ｑ9 保育士の採用は、「養成校に求人を出す」と「公共職業安定所に求人を出す」という

回答がほぼ同数で圧倒的に多かった。そして、次にあげられたのが「実習生を採用する」

と「人に紹介してもらう」であった。また、地域別に見ると、東北地方や九州地方は「公

共職業安定所」に求人を出す園が多かった。 
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Ｑ5 平成 25 年 3 月 1 日現在の職員数で注目すべき点は、保育従事者のうち無資格 が約

4％おり、保育従事者を 100％有資格者で補うことが難しいのではないかと推察できる。 

職種 園長 副園長 
保育従事者 栄養士 

看護婦 その他 
有資格者 無資格者 （調理師）

人数 923 372 17,358 697 2,572 521 1,613 

Ｑ6 各年齢別に見た保育士 1 人当たりの園児数（平均） 

0 歳児 1 歳児 2 歳児 3 歳児 4 歳児 5 歳児 

3.2 5.2 6.6 12.3 13.8 17.7 

児童福祉法で定められた最低基準と照らし合わせると、0 歳児、1 歳児、2 歳児につい

ては、概ね基準通りであるが、3 歳児、4 歳児、5 歳児については、基準の園児数に比べ、

おおよそ半数となっており、すなわち基準の 2 倍近くの保育士が充てられていることと

なる。これは、一見して保育にゆとりがあるのではないかと思われる結果であるが、こ

の数値が示す現状こそが、子どもの安全を守る上で、現場が必要と考える保育士の数で

あると言えるのではないだろうか。保育園は、子どもの安全を保障するために、最低基

準以上の保育士を確保し、自助努力を行っていることがわかる。 

平成 25 年 3 月 1 日現在の在園児数、保育従事者及び看護師の勤務形態別人数 

0 歳児 1 歳児 2 歳児 3 歳児 4 歳児 5 歳児 

園児数 10,723 15,500 17,327 19,435 19,513 18,671 

正規職員 
1,576.5 1,564.5 1,524.8 999.9 861.9 851.4 

（414.4） （456.4） （449.9） （297.8） （262.8） （253.8）

非正規職員 999.1 802.1 739.7 245 147.5 118.5 

（フルタイム） （326.9） （270.9） （234.4） （78） （45） （41） 

非正規職員 762 539.5 374 172.8 111.3 85.3 

（パートタイム） （303.5） （229.5） （161） （67.3） （46.8） （29.8）

※保育士及び看護師資格のない者については（ ）内に内訳の人数 

Ｑ7 正規雇用の保育士の平均勤続年数は、勤続5～9年、10～14年を合わせると全体の70％

近くと大半を占めている。0～4 年は全体の 8％に過ぎない。この結果から、正規雇用さ

れる保育士が少ないことがわかる。その理由は、保育士のなり手が少ないこと、雇用さ

れても 5 年以内に辞めてしまう保育士が多いのではないかと推察する。また、勤続 15

年を境に数値が減少している。年齢にすると 35 歳以降と推測できるが、結婚、出産、

育児などのライフイベントを契機に、退職する保育士が多いのではないだろうか。さら

に、その後の数値を見ても、増加することなく 1％以下の低い水準で推移している。こ

のことから、保育士は復職も難しい職業であると言えよう。 
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Ｑ12 正規保育士と非正規保育士とでは業務内容が異なるかについては、「はい」の回答が

56.4％で「いいえ」が 42.2%とあまり変わらなかった。

Ｑ13 業務内容がどのように異なるかについては、77.1％の園が「勤務時間」に違いがあ

ると回答している。また 52.0％の園が「保育内容」に違いがあると回答しているが、具

体的には「保育リーダーをしない」、「保育カリキュラムの作成をしない」、「保育の記録

や日誌を書かない」そして「保護者との対応をしない」など、非正規保育士が保育内容

に深く関わらない業務体制が伺える。この点については、「その他」と回答した 26.2％

の園の自由記述の中にも見ることができ、実際には 52％以上の園で「保育内容」に違い

が生じ、非正規保育士には「責任のあることはさせない」という対応をとっている園が

多いことがわかる。さらに、「環境整備」が 19.5％で、具体的には掃除や片付け、その

他の雑務が含まれる。「その他」の回答の中には「保育内容」に関する項目の他に、「担

任をしない」、「時間外勤務をしない」、「会議や研修には参加しない」などが複数回答あ

った。 

以上のことから、非正規保育士は正規保育士に比べ、勤務時間に融通がきき、責任の

ない業務内容が多いことがわかり、「働きやすさ」という点では正規保育士よりも魅力

ある条件が備わっていると言える。 

56.9%
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5.有資格の非正規保育士（登録型派遣・短時間勤務）

6.無資格の登録型派遣（短時間勤務）

7.無資格のアルバイト・パート（短時間勤務）

8.その他

不明

正規職員の欠員による補充人材 （複数回答） （％）
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Ｑ10 勤務形態別保育従事者の募集状況は、有資格者の正規保育士の募集が 59％、非正規

保育士ではフルタイムの募集が 56.8％、短時間勤務の募集が 32.6％で、フルタイムで

勤務できる人材を求めていることがわかる。 

Ｑ11 正規職員の保育士に欠員が生じた場合、有資格のフルタイムの非正規保育士で補っ

ている園が 75.1％で一番多く、次いで有資格の正規保育士での補充が 56.9％だった。 

76.8%

6.2%

76.7%

37.8%

36.0%

10.1%

3.8%

3.0%

11.8%

5.5%
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0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
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4.実習生を採用する

5.人に紹介してもらう

6.インターネットに求人を出す

7.求人サイトを利用する

8.求人雑誌を利用する

9.派遣会社に登録する

10.その他

不明

保育従事者の採用手段 （複数回答） （％）
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6.4%

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

1.有資格の正規保育士

2.有資格の非正規保育士（フルタイム）

3.有資格の非正規保育士（短時間勤務）

4.有資格の非正規保育士（登録型派遣・フルタイム）

5.有資格の非正規保育士（登録型派遣・短時間勤務）

6.無資格のアルバイト・パート（短時間勤務）

7.その他

不明

募集した勤務形態 （複数回答） （％）



7 

Ｑ12 正規保育士と非正規保育士とでは業務内容が異なるかについては、「はい」の回答が

56.4％で「いいえ」が 42.2%とあまり変わらなかった。 

Ｑ13 業務内容がどのように異なるかについては、77.1％の園が「勤務時間」に違いがあ

ると回答している。また 52.0％の園が「保育内容」に違いがあると回答しているが、具

体的には「保育リーダーをしない」、「保育カリキュラムの作成をしない」、「保育の記録

や日誌を書かない」そして「保護者との対応をしない」など、非正規保育士が保育内容

に深く関わらない業務体制が伺える。この点については、「その他」と回答した 26.2％

の園の自由記述の中にも見ることができ、実際には 52％以上の園で「保育内容」に違い

が生じ、非正規保育士には「責任のあることはさせない」という対応をとっている園が

多いことがわかる。さらに、「環境整備」が 19.5％で、具体的には掃除や片付け、その

他の雑務が含まれる。「その他」の回答の中には「保育内容」に関する項目の他に、「担

任をしない」、「時間外勤務をしない」、「会議や研修には参加しない」などが複数回答あ

った。 

 以上のことから、非正規保育士は正規保育士に比べ、勤務時間に融通がきき、責任の

ない業務内容が多いことがわかり、「働きやすさ」という点では正規保育士よりも魅力

ある条件が備わっていると言える。 

56.9%

75.1%

48.5%

14.2%

6.9%

0.7%

3.7%

3.1%

1.6%

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

1.有資格の正規保育士

2.有資格の非正規保育士（フルタイム）

3.有資格の非正規保育士（短時間勤務）

4.有資格の非正規保育士（登録型派遣・フルタイム）

5.有資格の非正規保育士（登録型派遣・短時間勤務）

6.無資格の登録型派遣（短時間勤務）

7.無資格のアルバイト・パート（短時間勤務）

8.その他

不明

正規職員の欠員による補充人材 （複数回答） （％）

56.4%

42.2%

1.4%

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

1.はい

2.いいえ

不明

正規・非正規保育士で業務内容が異なるか （％）
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Ｑ16 人材を確保するために行っていることとしては、労働条件や処遇の改善が全体の 6

割を占め、条件を良くすることで確保の努力をしている。その中でも「賃金の引き上げ」

や「休暇の確保」が多い。一方で 20％の園は特に行っていないと回答している。 

Ｑ17 短時間保育士又は非正規保育士を導入しているのか調査した。80％以上の園で短時

間保育士又は非正規保育士を採用している。 

Ｑ18 短時間及び、非正規保育士の導入に伴うメリットについては、「ローテーションが組

みやすい」、「正規保育士の休暇がとりやすい」と、正規保育士の労働をサポートする項

目が全体の半数近くに及んでいる。また、「人件費が削減できる」、「有資格者の正規保

育士が確保しやすい」と、園の運営面にもたらすメリットを 20％以上の園があげている。

30.4%

8.3%

12.7%

5.5%

1.5%

20.9%

7.1%

13.7%

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0

1.賃金を引き上げる

2.労働時間を短縮する

3.休暇を確保する

4.福利厚生の充実を図る

5.研修会の増加を図る

6.特にない

7.その他

不明

人材確保のために行っていること （％）

1.導入している

82.7%

2.導入していない

16.8%

不明

0.5%

短時間及び、非正規保育士の導入

8 

Ｑ14 保育士を確保する上で、困りごとが「ある」の回答が実に 83.8％と高く、ほとんど

の保育園で保育士を確保する上で何らかの困難が生じていることが明らかになった。 

Ｑ15 保育士を確保する上で困っていることは、全体の約 70％の園で、「求人を出しても

応募がない」と答え、そもそも保育士のなり手がいないという現状が明らかになった。

次に「園の希望する勤務時間と合わない」。そして少数ではあるが「園の保育理念に

合わない」「給与条件が合わない」と続き、条件面、処遇面が人員確保の上でネック

になっていることも伺える。 

77.1%

52.0%

19.5%

26.2%

0.6%

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

1.勤務時間

2.保育内容

3.環境整備

4.その他

不明

正規・非正規保育士で業務内容が異なること （複数回答） （％）

1.ある

83.8%

2.ない

14.7%

不明

1.6%

保育士確保で困りごとがあるか

1.求人を出しても

応募がない
69.6%

2.園の希望する勤

務時間と合わない
10.1%

3.園の保育理念に

合わない
2.8%

4.給与の条件が合

わない
2.1%

5.その他

4.3%

不明

11.1%
保育士確保の困りごと
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Ｑ16 人材を確保するために行っていることとしては、労働条件や処遇の改善が全体の 6

割を占め、条件を良くすることで確保の努力をしている。その中でも「賃金の引き上げ」

や「休暇の確保」が多い。一方で 20％の園は特に行っていないと回答している。 

Ｑ17 短時間保育士又は非正規保育士を導入しているのか調査した。80％以上の園で短時

間保育士又は非正規保育士を採用している。 

Ｑ18 短時間及び、非正規保育士の導入に伴うメリットについては、「ローテーションが組

みやすい」、「正規保育士の休暇がとりやすい」と、正規保育士の労働をサポートする項

目が全体の半数近くに及んでいる。また、「人件費が削減できる」、「有資格者の正規保

育士が確保しやすい」と、園の運営面にもたらすメリットを 20％以上の園があげている。 

30.4%

8.3%

12.7%

5.5%

1.5%

20.9%

7.1%

13.7%

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0

1.賃金を引き上げる

2.労働時間を短縮する

3.休暇を確保する

4.福利厚生の充実を図る

5.研修会の増加を図る

6.特にない

7.その他

不明

人材確保のために行っていること （％）

1.導入している

82.7%

2.導入していない

16.8%

不明

0.5%

短時間及び、非正規保育士の導入
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定の保育士の業務過多になる」という業務についての問題の順である。しかし、「保育

の質が低下する」というデメリットに関しては順位が低かった。「その他」自由記述で

は、短時間及び、非正規保育士を導入することは「デメリットになることはない」とい

う回答が一番多かった。また、次にあげられたのは、「正規保育士の確保が難しい」と

いう記述であった。 

Ｑ20 職員採用にあたって、保育士に求めることは、「社会人としての常識・論理観があ

る」が 74.2％、「心身が健康である」が 64.6％で、保育技術より、社会人としての人

間性を求める保育園が多かった。 

Ｑ21 園の条件に合致した保育士を充足できているかについては、全体の 60％の保育園で

合致した保育士を充足出来ているという結果が出ている。しかし、できていないと考え

ている保育園も 30％近くを占めている。

74.2%

46.8%

30.9%

45.8%

17.4%

8.2%

64.6%

2.7%

2.3%

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

1.社会人としての常識・倫理観がある

2.人柄が良い

3.園の保育理念の理解、遵守する

4.コミュニケーション能力がある

5.保育実践に関する技術がある

6.子どもに関する知識がある

7.心身が健康である

8.その他

不明

職員採用にあたり、保育士に求めること （複数回答） （％）

1.できている

61.3%

2.できていない

31.6%

不明

7.1%

条件に合致した保育士を充足できているか

10 

Ｑ19 短時間保育士又は非正規保育士を導入に伴うデメリットについて、短時間及び、非

正規保育士を導入することによって、現場でどのようなデメリットを感じているか、そ 

の要因として考えられているものを回答が多い順に下の表に示した。 

結果、1 位の中で最もデメリットだと感じている項目は、「職員の意志疎通や情報の

共有が難しい」という職員の連携に関する問題であった。次にあげられたのが「保育の

継続性が失われる」という子どもの生活や発達の連続性を問題にした項目、ついで「特

33.1%

17.2%

15.6%

6.8%

5.8%

10.6%

10.8%

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0

1.勤務ローテーションが組みやすい

2.正規保育士の休暇が取りやすい

3.人件費が削減できる

4.有資格の正規保育士が確保しやすい

5.特にない

6.その他

不明

短時間及び、非正規保育士の導入のメリット （％）

上段：度数
下段：％

合計
1位 2位 3位 4位 5位 6位

不明

保育の継続性が失われる 789 106 103 73 49 27 2 429
100.0 13.4 13.1 9.3 6.2 3.4 0.3 54.4

保育士の育成が困難になる 789 46 74 127 71 28 1 442
100.0 5.8 9.4 16.1 9.0 3.5 0.1 56.0

特定の保育士が業務過多になる 789 91 66 49 58 74 3 448
100.0 11.5 8.4 6.2 7.4 9.4 0.4 56.8

保育の質が低下する 789 34 37 50 87 113 4 464
100.0 4.3 4.7 6.3 11.0 14.3 0.5 58.8

職員同士の意思疎通や情報共有が難しい 789 138 111 57 43 47 1 392
100.0 17.5 14.1 7.2 5.4 6.0 0.1 49.7

その他 789 22 6 1 - 1 39 720
100.0 2.8 0.8 0.1 - 0.1 4.9 91.3

13.4%

5.8%

11.5%

4.3%

17.5%

2.8%

13.1%

9.4%

8.4%

4.7%

14.1%

0.8%

9.3%

16.1%

6.2%

6.3%

7.2%

0.1%

6.2%

9.0%

7.4%

11.0%

5.4%

3.4%

3.5%

9.4%

14.3%

6.0%

0.1%

0.3%

0.1%

0.4%

0.5%

0.1%

4.9%

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

保育の継続性が失われる

保育士の育成が困難になる

特定の保育士が業務過多になる

保育の質が低下する

職員同士の意思疎通や情報共有が難しい

その他

短時間及び、非正規保育士の導入のデメリット

1位 2位 3位 4位 5位 6位

（％）
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定の保育士の業務過多になる」という業務についての問題の順である。しかし、「保育

の質が低下する」というデメリットに関しては順位が低かった。「その他」自由記述で

は、短時間及び、非正規保育士を導入することは「デメリットになることはない」とい

う回答が一番多かった。また、次にあげられたのは、「正規保育士の確保が難しい」と

いう記述であった。 

Ｑ20 職員採用にあたって、保育士に求めることは、「社会人としての常識・論理観があ

る」が 74.2％、「心身が健康である」が 64.6％で、保育技術より、社会人としての人

間性を求める保育園が多かった。 

Ｑ21 園の条件に合致した保育士を充足できているかについては、全体の 60％以上の保育園 

で合致した保育士を充足出来ているという結果が出ている。しかし、できていないと考え

ている保育園も 30％以上を占めている。 

74.2%

46.8%

30.9%

45.8%

17.4%

8.2%

64.6%

2.7%

2.3%

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

1.社会人としての常識・倫理観がある

2.人柄が良い

3.園の保育理念の理解、遵守する

4.コミュニケーション能力がある

5.保育実践に関する技術がある

6.子どもに関する知識がある

7.心身が健康である

8.その他

不明

職員採用にあたり、保育士に求めること （複数回答） （％）

1.できている

61.3%

2.できていない

31.6%

不明

7.1%

条件に合致した保育士を充足できているか
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1.ある

83.8%

2.ない

14.7%

不明

1.6%

保育士確保で困りごとがあるか

1.できている

61.3%

2.できていない

31.6%

不明

7.1%

条件に合致した保育士を充足できているか

1.求人を出しても

応募がない
69.6%

2.園の希望する勤

務時間と合わない
10.1%

3.園の保育理念に

合わない
2.8%

4.給与の条件が合

わない
2.1%

5.その他

4.3%

不明

11.1%
保育士確保の困りごと

第 2 章 総合考察

本調査は、多くの保育園が抱えているといわれる保育士不足の現状を明らかにし、その

背景や保育園の努力の実態、さらに今後の課題を検討することを目的としている。少子化

問題を改善するための子育て支援事業や、都市部を中心とした待機児童解消のためのプラ

ンなど、保育園の増設や受け入れ児童数の増加、それに伴う保育士確保の拡充は、国レベ

ルの課題としてとり上げられてきた。さらに昨今では、これらの施策を推し進める方向性

を示していることは様々なメディアを通じて報道されている。その一つとして、平成 25

年 12 月には、田村厚生労働大臣により保育士確保のためのメッセージが発表されている。

平成 29 年度末までに合計 40 万人の児童を受け入れる保育施設をめざし、その現場を運営

する保育士の確保のため、保育士資格を有する保育従事者以外の人を復職すべく広くメッ

セージを発信しているのである。 

このように現状の保育士不足の問題は、さらに深刻化する傾向を強め、保育士のなり手

をどのように増やし、現場に確保するのかについての議論は必至のものとならざるを得な

い。そして保育士不足は保育園の運営面での課題のみならず、保育の質の向上と密接な関

係にある課題としてとり上げる必要もある。 

1．保育士は不足しているか 

保育園の現状として、どのくらいの保育園

がその確保に問題を抱えているのかについて

検討する。保育士を確保する上で、何らかの

困難さを感じている保育園は全体の 8 割を超

えている（Ｑ14）。その内容は、「求人を出し

ても応募がない」という保育士のなり手不足

が最も多くあげられている。その他、勤務時

間、保育理念、給与条件の面で、採用側の保

育園と応募側のなり手との折り合いがつかな

いことがあげられているが、いずれにしても

採用に関する問題を感じていることが明らか

になった（Ｑ15）。 

平成 25 年度の保育士採用状況は、Ｑ8 の結

果のとおり、募集人数に対して約 1.25 倍の応

募があった。人数としては募集人数を上回る

応募があり、保育士を十分確保できる可能性

があるとも考えられるが、実際には一人の応

募者が多数の保育園に応募していることは珍

しくない。採用した人数が応募人数に満たなかった結果からは、やはり十分に保育士を獲

得できていない現状と見える。保育士の採用にあたっては、勤務時間や給与、保育理念の

相違など、さまざまな条件の合致をもっておこなっている。しかし実際には、3 割以上の

12 

2．自由記述から 

Ｑ22 の自由記述は 389 件と有効回答の約 40％の記述があった。その多くは個々の保育

園ではどうにもならない保育士不足の現状への訴えと、給与や休暇の確保などの保育士の

処遇の改善についての要望であった。 

また、業務の多さと責任の重さに見合わない待遇（給与、休暇）、加えて、そうした保

育士の労働条件を園の工夫や努力だけでは改善できない葛藤、保育士不足が保育の質の低

下につながりつつある現状への懸念など、保育現場の課題が生の声で浮き彫りにされてい

た。一方で、学生の素因や動機付けなどの養成校の段階、また就職後の現場での育成など

で、改善できる可能性があることが示唆された。主な意見を以下に列記する。 

（1）保育士不足の現状 

〇とにかく募集を出しても応募がない。 

〇年度途中で辞職する保育士もおり、そのための確保の体制が保育士不足によりとれ

ない。また、年度途中入所希望児が保育士不足により受け入れられない。 

〇長時間働く保育士がいない。 

（2）待遇について 

〇保育士の仕事は、様々な業務があり、責任も重いです。社会的に給与や地位が低い

ので、それを上げていかなければ働くことは難しい。 

〇休暇が思うように取れない。自分の時間の充実が図れないことが保育士という仕事

の魅力半減につながっているのでは。 

次いで、養成での課題、保育士不足が保育の質に低下につながることが述べられていた。 

（3）養成の課題 

〇近年、継続勤務できない新卒生～3 年目くらいの保育士が多い。仕事のきつさ、保

育の難しさを実感したり、指導があるとそれに傷ついたり、やる気を失くしたりす

る精神の弱さを理由としてあげられる。「子どもが好きだから」だけではやれない、

やってみなければわからないきつい仕事であることは確かであるので、保育士養成

の段階でもっと現場に入れるような「知る機会づくり」も大切だと考える。 

〇養成校を卒業しても、保育士になる人が年々減っているようで、賃金面だけでなく、

私たち保育士として働いている方の姿勢も原因のように感じる。皆が若い世代の保

育者を育てようという姿勢があれば、若い人も続くと思うし、保育士になろうとい

う人も多くなると思う。若い人の気持ちを考えられる年配の保育士が増えるともっ

と良くなるのではないか。 

（4）保育の質の低下への懸念 

〇保育士不足により、質の低下を実感している。選ぶより選ばれる立場になり、職場

の質の向上を目指していかなければならないと思う。 

〇不足ではあるが、応募した方誰でも採用とは考えたくなく、保育の質の低下になら

ないようにとの考えと、不足を解消したいこととで悩む。 
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第 2 章 総合考察 

 本調査は、多くの保育園が抱えているといわれる保育士不足の現状を明らかにし、その

背景や保育園の努力の実態、さらに今後の課題を検討することを目的としている。少子化

問題を改善するための子育て支援事業や、都市部を中心とした待機児童解消のためのプラ

ンなど、保育園の増設や受け入れ児童数の増加、それに伴う保育士確保の拡充は、国レベ

ルの課題としてとり上げられてきた。さらに昨今では、これらの施策を推し進める方向性

を示していることは様々なメディアを通じて報道されている。その一つとして、平成 25

年 12 月には、田村厚生労働大臣により保育士確保のためのメッセージが発表されている。

平成 29 年度末までに合計 40 万人の児童を受け入れる保育施設をめざし、その現場を運営

する保育士の確保のため、保育士資格を有する保育従事者以外の人を復職すべく広くメッ

セージを発信しているのである。 

 このように現状の保育士不足の問題は、さらに深刻化する傾向を強め、保育士のなり手

をどのように増やし、現場に確保するのかについての議論は必至のものとならざるを得な

い。そして保育士不足は保育園の運営面での課題のみならず、保育の質の向上と密接な関

係にある課題としてとり上げる必要もある。 

1．保育士は不足しているか 

 保育園の現状として、どのくらいの保育園

がその確保に問題を抱えているのかについて

検討する。保育士を確保する上で、何らかの

困難さを感じている保育園は全体の 8 割を超

えている（Ｑ14）。その内容は、「求人を出し

ても応募がない」という保育士のなり手不足

が最も多くあげられている。その他、勤務時

間、保育理念、給与条件の面で、採用側の保

育園と応募側のなり手との折り合いがつかな

いことがあげられているが、いずれにしても

採用に関する問題を感じていることが明らか

になった（Ｑ15）。 

平成 25 年度の保育士採用状況は、Ｑ8 の結

果のとおり、募集人数に対して約 1.25 倍の応

募があった。人数としては募集人数を上回る

応募があり、保育士を十分確保できる可能性

があるとも考えられるが、実際には一人の応

募者が多数の保育園に応募していることは珍

しくない。採用した人数が応募人数に満たなかった結果からは、やはり十分に保育士を獲

得できていない現状と見える。保育士の採用にあたっては、勤務時間や給与、保育理念の

相違など、さまざまな条件の合致をもっておこなっている。しかし実際には、3 割以上の
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6.特にない

7.その他

不明

人材確保のために行っていること （％）

1.導入している

82.7%

2.導入していない

16.8%

不明

0.5%

短時間及び、非正規保育士の導入
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32.0%
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3.6%

0.8%

0.7%

0.4%

0.0%

0.0%

0.1%
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0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

0～4年

5～9年
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15～19年

20～24年

25～29年

30～34年

35～39年

40～44年

45～49年

50年以上

不明

正規雇用保育士の平均勤続年数 （％）

にも保育園との連携を視野にいれた役割を担うことが今後の課題ではないだろうか。 

 保育士を確保するために保育

園は、賃金を引き上げたり、休

暇の確保を保障したりと、主に

労働条件や処遇を改善しようと

努力している。その反面、特に

行っていることがないと回答し

た保育園は 2 割を占めている。

これらの保育園は現状に甘んじ

ているのだろうか。「特にない」

の中に「特にできることがない」

という意味を含んでいるとも考

えられる。この点については今後の調査において明らかにする必要がある（Ｑ16）。 

 現在、保育に従事する職員は、保育士資格を有する保育士（有資格者）と有しない保育

従事者（無資格者）、またフルタイムで勤務する正規雇用職員と、曜日や時間帯を限定して

勤務する非正規雇用職員など、様々な勤務形態がある。これは社会事情の背景から、延長

保育や休日保育などが求められ保育園の保育時間が長時間化、多様化することに伴い、保

育士の勤務形態が早番や遅番、休日出勤などフレキシブルに対応できるスタイルが求めら

れるようになった。したがって保育士についても、多様な働き方ができるような人材を保

育園は確保する必要が生じている。平成 25 年度、フルタイムで勤務する正規雇用の保育士

の他に、フルタイムではあるが非正規雇用の保育士、パートタイムのような短時間勤務の

非正規雇用の保育士、学生を含むアル

バイト職員など（これらを以下、非正

規雇用等の保育士とする）を募集した

保育園は、全体の 8 割以上という結果

となった（Ｑ17）。 

正規雇用の保育士の勤続年数の結果

をあわせて考えると、中堅保育士と呼

ばれる 5〜9 年、10〜14 年の勤務年数

の保育士があわせて 68％以上と大き

な割合を占めている。勤続 15 年を超え

ると、その割合は著しく減少する。こ

れは結婚や出産などのライフイベント

を迎える時期に重なると考えられ、そ

の後も正規雇用として復職することも

少ないと考えられる。同時に 0〜4 年の

新人保育士の正規雇用も少ない。新た

に保育士になる人材自体が少ないのか、

あるいは正規雇用以外の形態での職員
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保育園において、その中の条件の合致ができずに保育士を採用したり、採用を諦めたりし

ているという結果になった（Ｑ21）。 

 これらの結果から、応募の段階でまずは保育士のなり手が少ないことから、条件に合致

した保育士を保育園が選定するというプロセスを経ることができずに、ある程度の条件の

合致を諦めてまずは人員として確保せざるを得ない保育園があると考察できる。保育士不

足の問題は、量的な保育士の確保の困難さと共に、各保育園の保育理念を実現することが

できるといった質的な保育士確保の困難さもはらんでいると考えなければならない。 

 実際に在園児数と非正規雇用等の職員を含めた在職保育士等の割合を見てみると、保育

士一人当たりの園児数は、0 歳児で 3.2 人、1 歳児で 5.2 人、2 歳児で 6.6 人、3 歳児で 12.3

人、4 歳児で 13.8 人、5 歳児で 17.7 人となっている（Ｑ６）。この結果を児童福祉施設最

低基準（以下、最低基準）に照らしてみてみれば、0 歳児及び 1 歳児はほぼ基準どおり、2

歳児は基準以下で、3 歳児、4 歳児、5 歳児は基準よりも多い保育士が在職していることに

なる（児童福祉施設最低基準第 33 条の 2）。すなわち実際には最低基準以上の保育士を保

育園は確保することができており、保育士は十分に足りているととらえることもできるが、

この点については十分な保育運営をするためには最低基準による保育士数よりも多くの保

育士が必要であると考えている保育園が多く、各保育園が考える保育士数こそが現場感覚

の最低基準と言えるのではないか。このように保育園は、保育の質の確保のために保育士

を確保しようとしていると考えられ、その確保に困難さを感じていると考察する。 

Ｑ6 平成 25 年 3 月 1 日現在の在園児数、保育従事者及び看護師の勤務形態別人数 

 

2．保育士を確保するために 

 採用については、養成校と公共職業安定所に頼っている保育園が共に約 75％と圧倒的に

多い。しかし養成校への求人、あるいは実習生の採用については、新年度の採用には適し

ているが、年度途中での保育士の欠員を補充するような場合は対応しきれない。随時募集

することが可能な公共職業安定所や知人の紹介は、必要なときに保育士を確保することが

できる重要な手段となっていると思われる。一方、インターネットや求人サイトを利用す

る保育園は依然として少ない。近年、職を探す手段としてインターネット等のツールを利

用する求職者は急速に増加しており、保育士については今後、これらの新しい求人情報提

供を積極的に活用する必要があると思われる。 

 さらに、養成校は地域に密着した人材情報を豊富に有した機関であり、新卒の学生のみ

ならず、卒業生の中で転職した者や休職している者についての情報を把握できれば、保育

園が必要とする保育士の人材情報として有益に機能する可能性がある。このように保育の

現場を離れてはいても保育士資格を有する人材に関して、養成校は卒業時の就職指導以外

   0 歳児 1 歳児 2 歳児 3 歳児 4 歳児 5 歳児 

園児数 10,723 15,500 17,327 19,435 19,513 18,671 

正規職員 
1,576.5 1,564.5 1,524.8 999.9 861.9 851.4 

（414.4） （456.4） （449.9） （297.8） （262.8） （253.8） 

非正規職員 999.1 802.1 739.7 245 147.5 118.5 

（フルタイム） （326.9） （270.9） （234.4） （78） （45） （41） 

非正規職員 762 539.5 374 172.8 111.3 85.3 

（パートタイム） （303.5） （229.5） （161） （67.3） （46.8） （29.8） 
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その他

短時間及び、非正規保育士の導入のデメリット

1位 2位 3位 4位 5位 6位

（％）

 しかし、非正規雇用保育士等の採用はメリットばかりではない。デメリットとして「職

員の意思疎通や情報の共有が難しい」「保育の継続性が失われる」をその内容の上位にあげ

た保育園が多かった。役割を分担することにより、その業務内容が相互に伝達されること

がなく、意思疎通が少なく情報を共有しにくくなる（Ｑ19）。 

 すなわち保育の中の子どもの姿や家庭の状況などの情報も伝達されにくくなり、保育の

継続性が失われる結果となると考えられる。これに対して「保育の質の低下」に影響があ

ると回答している保育園が少ない。しかし、「情報共有の困難さ」や「保育の継続性の喪失」

は、保育の質を保つために重要な前提となる。保育園が認識している以上に、非正規保育

士等の採用が、保育の質に影響を与えることを指摘したい。 
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3.有資格の非正規保育士（短時間勤務）

4.有資格の非正規保育士（登録型派遣・フルタイム）

5.有資格の非正規保育士（登録型派遣・短時間勤務）

6.無資格の登録型派遣（短時間勤務）

7.無資格のアルバイト・パート（短時間勤務）

8.その他

不明

正規職員の欠員による補充人材 （複数回答） （％）

を採用しているのか、この結果からは判断できない。正規雇用と非正規雇用の保育士の採

用と保育園の現状についてはさらに調査を深め、検討する必要がある（Ｑ7）。 

 

3．正規雇用保育士と非正規雇用保育士 

 平成 25 年度に保育従事者を採用にするにあたり、約 6 割の保育園が正規雇用の保育士を

募集している。と同時に非正規保育士（フルタイム）も同じ程度の保育園が募集している。

また 4 割以上の保育園が短時間勤務の保育士を募集している。注目したいのは、正規雇用

の保育士が退職した場合に、どのような形態の雇用を保育園が行っているかの結果である。

同じ形態の正規雇用の保育士ではなく、非正規雇用保育士（フルタイム）を採用する割合

が高い。この結果から考察できる

ことは、正規雇用よりも非正規保

育士の方が保育園にとって採用に

あたってメリットがあるのだろう

か（Ｑ11）。 

 その一つとして、給与を含めた

「人件費の削減」が考えられるが、

そ の よ う に 回 答 し た 保 育 園 は

15.6％にとどまっている。それ以

上に、「勤務ローテーションの組み

やすさ」や「正規雇用の保育士の

休暇の確保」など、正規保育士の

勤務をサポートすることができる

ということをそのメリットとして

考えているようである（Ｑ18）。 

 実際、非正規保育士等を採用し

ている保育園は、正規保育士と、

「人件費」や「勤務時間」などの

処遇の他に、保育士の役割として

実践する「保育内容」に半数の保

育園が差異を設けていると回答し

た。具体的には、「担任をしない」

「保育リーダーをしない」といっ

た立場の違い、「カリキュラムを作

成しない」「日誌や記録を書かない」

などの事務処理を含めた重要な業務、又は「保護者対応をしない」という専門性を問われ

る業務である。すなわち、責任のある業務を非正規雇用の保育士には免除している保育園

が多いことがわかる。以上のことから、正規雇用の保育士には責任ある業務を任せ、非正

規雇用の保育士には保育ローテーションで正規雇用の保育士をフォローする形で責任ある

業務は任せないという、両者に役割分担をさせている保育園が多いと言える（Ｑ13）。 
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0.8%

9.3%
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7.2%

0.1%

6.2%

9.0%

7.4%

11.0%

5.4%

3.4%

3.5%

9.4%

14.3%

6.0%

0.1%

0.3%

0.1%

0.4%

0.5%

0.1%

4.9%

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

保育の継続性が失われる

保育士の育成が困難になる

特定の保育士が業務過多になる

保育の質が低下する

職員同士の意思疎通や情報共有が難しい

その他

短時間及び、非正規保育士の導入のデメリット

1位 2位 3位 4位 5位 6位

（％）

 しかし、非正規雇用保育士等の採用はメリットばかりではない。デメリットとして「職

員の意思疎通や情報の共有が難しい」「保育の継続性が失われる」をその内容の上位にあげ

た保育園が多かった。役割を分担することにより、その業務内容が相互に伝達されること

がなく、意思疎通が少なく情報を共有しにくくなる（Ｑ19）。 

 すなわち保育の中の子どもの姿や家庭の状況などの情報も伝達されにくくなり、保育の

継続性が失われる結果となると考えられる。これに対して「保育の質の低下」に影響があ

ると回答している保育園が少ない。しかし、「情報共有の困難さ」や「保育の継続性の喪失」

は、保育の質を保つために重要な前提となる。保育園が認識している以上に、非正規保育

士等の採用が、保育の質に影響を与えることを指摘したい。 
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（1）現場を支える人材育成としての保育者養成 

（2）保育の質を向上させるための現職教育 

（3）既卒者をも視野に入れた就職指導・フォロー体制 
「社会人としても保育者としても常識やスキルは低く、指示待ちが増加、質的にも不足

していると感じる」「新卒で保育士になりたい人はたくさんいるが、社会人として常識が欠

けている人が年々増えているように思う。現場でも保育士としてではなく、まず社会人と

してというところからはじめなくてはならず、質が落ちていると感じてしまう」という厳

しい意見も数多い。保育士としてやっていけるのか、養成の段階ですでに迷うようなケー

スもある。こうした状況の中では、専門的知識や技術の教授のみならず、実習の前後指導

においてまたキャリア教育においての指導の工夫が求められるところである。保育者養成

を中心に据えながらも、人間としての育ちも促しながら育つ立場に立つことを厳しく伝え

ていく必要もある。 
また、保育士としてのアイデンティティ獲得を目的とした授業の内容については、現場

の保育士に参画を要請することもさらに必要になるのではないか。そのためには日頃から

養成校教員が保育現場と深くかかわりを持ちながら、子どものおかれた状況や今保育士に

必要なことはどんなことであるのかを常に学ぶ必要があるのではないだろうか。養成校教

員として、また保育を研究領域として持つ研究者である以上、保育の質の向上に寄与しな

ければならないとすれば、そうすることによって保育士と保育の課題が共有でき、結果的

に課題解決に貢献することも可能である。それは換言すれば保育士を育てることは養成の

段階だけでなく、現職においても同様であるということである。保育者養成は、従来の「現

場へ送り出すこと」までのことだけではなく、さらに広い視野でとらえられなければなら

ないと考える。 
さらに喫緊の課題として、就職指導や斡旋を含めた既卒者の対応について考えなければ

ならない。就職しても早い段階で退職してしまう「早期離職者」の問題は保育の世界だけ

ではないかもしれないが、子どもへの影響を考えると早急に対策を考えていく必要がある。

現場からは「自分のやりたいことを優先してすぐにやめてしまう」「義務を軽んじている」

「まともに勉強してきていない」など手厳しい意見もあるが、養成校も卒業後のフォロー

を考えざるを得ない状況である。まずは再就職の窓口を開くことから始め、現場と連携し

ながらの動きが必要になる。このことは教員だけではなく養成校全体の責任として行なっ

ていくことであり、先に述べたように広い意味で養成を考え、それを実践していくことを

目指して行なうべきであると考える。 
 
2．保育現場の課題 

子どもを取り巻く環境の変化、家庭や保護者の状況の複雑さなど保育や子育て支援にお

いては社会のニーズがますます拡大している。子どもを健やかに育てることが保育現場の

使命であるが、それに伴って保護者への支援や地域との連携や協力も欠かせないものにな

っている昨今、社会のニーズはすべて保育現場と働く保育士が背負っているといっても過

言ではない。結果、次の保育現場を支えて行く人材を育てる時間も手間もかけられない状

態である。しかし保育士不足を「賃金だけでなく、私たち保育士として働いている方の姿
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第 3 章 今後の課題解決のために～自由記述から見えてきた養成校、保育現場の課題～ 

 

都市圏に顕著な待機児の問題は、国や各自治体の解決すべき大きな問題として様々な方

策が競うように行なわれ、まずは民間を中心としての保育園の増設、家庭的保育や福祉員

による保育など、その成果が注目されている。しかし、その方策の根幹を支える保育士と

いう人材が慢性的に不足していることは周知の事実になっているにもかかわらず、具体的

な改善策はほとんど示されていないのが現状である。 
 有資格者でありながら、保育の仕事に就いていないいわゆる「潜在保育士」は 60 万人に

ものぼると言われている。その理由は、おそらく体力的にも精神的にもきつい仕事である

のに収入が少ないという単純なものが殆どなのではないだろうか。保育園は長時間保育が

前提の児童福祉施設でありながら、「教育」「子育て支援」という機能を果たすべく期待さ

れている。多様な保育サービスに加えて、学校教育としての幼児教育、多様な家庭状況に

合わせた保護者支援と、時代や社会の変化によってますます求められるものは拡大する一

方である。保育の専門性を持ってしても多様で複雑なケースには、対応しきれないことも

あり、専門職として研修が不可欠である。しかし長い保育時間を守るのが精一杯、慢性的

な人員不足という中では時間的にも全く余裕がなく、保育士がやりがいをもち子どもや保

護者としっかりと向き合って仕事ができるという状況には程遠い。今回の調査の自由記述

でも現場の切実な現状が伺われるものの、解決に向けての糸口はなかなか見えてこない。

「仕事も多く責任の重い正規保育士ではなく、非正規で短時間の勤務を希望する人が多い」

など結果的に保育の専門性の確保や保育の質そのものの低下も危惧されるような状態であ

る。 
 しかし、子どもの成長は「待ったなし」である。このような状況の中で、それぞれがで

きることを模索していかなければ、改善は望めない。今回の調査で明らかになった保育士

不足の現状をしっかりと認識するとともに、課題を明らかにし、早急に取り組む必要があ

ると考える。 
 今回の調査の自由記述からは、現場の生の声と共に様々な課題が見えてきた。多くの意

見では、「保育士不足の原因」として「業務過多や責任の重さに合わない待遇」を大きな要

因としてあげている。そのほか「園運営上の財政の問題」、さらに「学生自身の要因や就労

への動機付けなどの養成段階での問題」があった。課題解決に向けては、それぞれが「今

自分に何ができるのか」を自己課題としてとらえ、解決の主体となることがまず必要であ

る。また「保育士不足」という現象が「保育の質の低下」や「子どもの健やかな育ちを阻

害する」ことを招くことであるという認識と危機感を今すぐにしっかりと持つこと、また

社会に広く発信することが不可欠である。 
 そのために、保育士を養成する段階での「養成校の課題」そして実際に保育士として働

き始める「保育現場の課題」をあげてみたい。そして今後両者がどのように連携をしてい

くことで問題解決が図れるのかを検討していきたいと考える。 
 
１．養成校の課題 

養成校の課題としては、次の 3 点をあげたい。 
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（1）現場を支える人材育成としての保育者養成 

（2）保育の質を向上させるための現職教育 

（3）既卒者をも視野に入れた就職指導・フォロー体制 
「社会人としても保育者としても常識やスキルは低く、指示待ちが増加、質的にも不足

していると感じる」「新卒で保育士になりたい人はたくさんいるが、社会人として常識が欠

けている人が年々増えているように思う。現場でも保育士としてではなく、まず社会人と

してというところからはじめなくてはならず、質が落ちていると感じてしまう」という厳

しい意見も数多い。保育士としてやっていけるのか、養成の段階ですでに迷うようなケー

スもある。こうした状況の中では、専門的知識や技術の教授のみならず、実習の前後指導

においてまたキャリア教育においての指導の工夫が求められるところである。保育者養成

を中心に据えながらも、人間としての育ちも促しながら育つ立場に立つことを厳しく伝え

ていく必要もある。 
また、保育士としてのアイデンティティ獲得を目的とした授業の内容については、現場

の保育士に参画を要請することもさらに必要になるのではないか。そのためには日頃から

養成校教員が保育現場と深くかかわりを持ちながら、子どものおかれた状況や今保育士に

必要なことはどんなことであるのかを常に学ぶ必要があるのではないだろうか。養成校教

員として、また保育を研究領域として持つ研究者である以上、保育の質の向上に寄与しな

ければならないとすれば、そうすることによって保育士と保育の課題が共有でき、結果的

に課題解決に貢献することも可能である。それは換言すれば保育士を育てることは養成の

段階だけでなく、現職においても同様であるということである。保育者養成は、従来の「現

場へ送り出すこと」までのことだけではなく、さらに広い視野でとらえられなければなら

ないと考える。 
さらに喫緊の課題として、就職指導や斡旋を含めた既卒者の対応について考えなければ

ならない。就職しても早い段階で退職してしまう「早期離職者」の問題は保育の世界だけ

ではないかもしれないが、子どもへの影響を考えると早急に対策を考えていく必要がある。

現場からは「自分のやりたいことを優先してすぐにやめてしまう」「義務を軽んじている」

「まともに勉強してきていない」など手厳しい意見もあるが、養成校も卒業後のフォロー

を考えざるを得ない状況である。まずは再就職の窓口を開くことから始め、現場と連携し

ながらの動きが必要になる。このことは教員だけではなく養成校全体の責任として行なっ

ていくことであり、先に述べたように広い意味で養成を考え、それを実践していくことを

目指して行なうべきであると考える。 
 
2．保育現場の課題 

子どもを取り巻く環境の変化、家庭や保護者の状況の複雑さなど保育や子育て支援にお

いては社会のニーズがますます拡大している。子どもを健やかに育てることが保育現場の

使命であるが、それに伴って保護者への支援や地域との連携や協力も欠かせないものにな

っている昨今、社会のニーズはすべて保育現場と働く保育士が背負っているといっても過

言ではない。結果、次の保育現場を支えて行く人材を育てる時間も手間もかけられない状

態である。しかし保育士不足を「賃金だけでなく、私たち保育士として働いている方の姿
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域のネットワークの中で再検討するなど、地域で役割分担をすることでより効果的な支援

を目指すことが必要なのではないかと考える。また、毎日の保育の中で繰り返される計画

や記録、行事の進め方、会議の運営などもっと効率的に進める工夫が必要である。常に変

えてはいけないものと変えなければならないものを見極める、このことが業務の効率化で

あり、改善にもつながっていくと考える。 
 また、最も重要と考える課題は、子どもの置かれた現状、保護者や家庭の在り様、そし

て子どもが健やかに育つためには今何が必要なのかを、どのように社会に発信して同意を

得ていくのかということである。そのことを抜きに保育士の専門職としての待遇改善は困

難であると言わざるを得ない。社会に発信する糸口として、まずは保護者である。保護者

にしっかりとそのことを発信しているだろうか。子どもの育ちには何が必要で、育てる大

人はどのようにしたらいいのか、しっかりと保護者に伝えることができているか、そして

しっかりと伝わって同意を得られているのか。保育士の専門性において、子どもを健やか

に育てる子育てのパートナーとしてどの保護者とも確実に信頼関係を築けているのか、今

一度検証する必要があるのではないだろうか。保育を間近に見ている保護者に理解されな

ければ、社会の理解はさらに困難であると考える。 
 
3．養成校と保育現場の連携 

 養成校と保育現場それぞれの課題は決して簡単に解決が図れるものではないが、それぞ

れが課題を共有し連携協力していくことで、解決が効果的にできると思われることを次の

2 点から考えてみたい。 
（1）人材育成と保育の質の向上を効果的に進める 

（2）連携をさらに広げていく 

 例えば、先述の保育士の専門性向上のための研修であるが、園のチーム力を発揮させて

問題解決に向かっていけるようになったとしても、行き詰ることもあり得る。絶えず変わ

る社会情勢や知識を学ぶことも必要であろうし、何より職員には考えつかないような視点

からの示唆を得ることが必要になってくる。そのようなときは外部の研究者等（養成校教

員）が研修に参加することで成果が期待できる。日頃からの信頼関係を基盤に、保育士と

研究者がより良い保育の実践という共通の目的に向かって取り組んでいけることは、非常

に意義深い。養成校教員にも学生に現場の今を教授できる、保育士と協議しながら研究テ

ーマを開発できるという大きな利点もある。 
 今後は、地域の子育て支援のネットワーク等を活用するなど、地域のすべての子育て機

関が結びつくだけでなく、養成校もその一端を担い、課題を共有し子どもたちが健やかに

育つことのできる地域や社会をつくるために役割を果たしていくことも必要になると考え

る。 
 この保育士不足という現象が今後にどのような影響を及ぼすのか、地域においても社会

においても、すべての人が危機感をもち、今自分に何ができるのかを模索し行動すること

が求められている。そのためには、関係機関、特に子どもに近いところにいる保育現場や

養成校が今までには考えられなかったところにまで連携を広げ、知恵を出し合い、支え合

いながら力を発揮することを期待したい。 
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勢も原因のように感じる」ととらえている意見もあったことは、重要なことと考える。問

題解決の主体者となり、少しでも良い方向に向かうよう努力を積み重ねて行くことも必要

なことである。 
保育現場の課題としては、次の 4 点をあげたい。 

（1）実習に始まる長期的な見通しをもった人材育成 

（2）専門性の確保と保育の質の向上 

（3）業務内容の見直しと改善 

（4）社会への発信 

 保育者養成において実習はきわめて重要なものであるが、この実習の段階ですでに保育

現場に出ることをあきらめる学生がいることも見逃せない。保育士の仕事の素晴らしさを

実感してきてほしいと指導教員は願っているが、必ずしもそうはならないのが現状である。

「先生たちは忙しくしていて、声をかけられなかった」「保護者にすごく気を使っていて大

変だなあと思った」など保育の楽しさは感じても保育士の仕事の現実に落胆する場合は少

なくない。また厳しすぎる指導ですっかり自信を失くして帰ってくる学生もいる。「実習生

に厳しく指導することによって学校を卒業後保育士になろうとしないことが多い様子。実

習生は『できなくてあたりまえ』でいいんです。指導する先生方は失敗を成功につなげて

いく指導を心がけてほしいと思います」という保育士の意見もある。厳しいことが問題な

のではなく、実習生を「保育を支える未来の人材」という目でみて育てて行くという姿勢

があるかないかである。保育士志望に限らず、学生は様々な世代の人とかかわる体験や夢

中になって遊ぶ体験などが決定的に不足している者も多く、社会人として育つまでに時間

がかかることは確かである。忙しい現場で人材育成は難しい課題かもしれないが、未来の

保育士を育てる仕事は実習生に限らない。若い保育士を育てて行くことが何より優先され

なければ、未来はないに等しい。実習に始まる長期的な人材育成を何より最優先課題とと

らえて、できることを今すぐに取り組むべきと考える。 
 また、保育士が専門職である以上、その専門性を向上させるための研修は欠かせない。

しかし、研修とは改めて新しい知識や手法を学ぶことだけとは限らない。むしろ毎日の保

育や保護者支援の中から、問題解決のための策を考え実践していくという、あたりまえの

現場ならではの方法を確実に積み重ねていくことによって保育の質の向上を目指すことが

より有効なのではないかと考える。保育は元来チームで動いて実現できるものという認識

の上で、保育園のチーム力をさらに高める方法を園長や主任のリーダーシップのもと職員

全員で模索し、見つけ出してほしい。そのためには保育を熟知し、専門性を理解したリー

ダーが必要である。まずは、園長が専門職として確立されることが望ましいと考える。そ

して職員の専門性の向上とともに人材育成をも視野に入れた園内研修がどの保育園でも行

われることを期待したい。 
 さらに、現在の業務内容を改めて見直すことを提案したい。様々な社会のニーズを引き

受ける形で保育園の業務は拡大していく一方である。在園の子どもの保育のみならず、地

域の子育て支援まで担うなど業務はますます煩雑化している。結果として事務量が大幅に

増えるなど、仕事量そのものが増えているのが現状である。そのことをまず見直す必要が

ある。保育園の本来の目的である保育を第一とし、例えば地域の子育て支援については地
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域のネットワークの中で再検討するなど、地域で役割分担をすることでより効果的な支援

を目指すことが必要なのではないかと考える。また、毎日の保育の中で繰り返される計画

や記録、行事の進め方、会議の運営などもっと効率的に進める工夫が必要である。常に変

えてはいけないものと変えなければならないものを見極める、このことが業務の効率化で

あり、改善にもつながっていくと考える。 
 また、最も重要と考える課題は、子どもの置かれた現状、保護者や家庭の在り様、そし

て子どもが健やかに育つためには今何が必要なのかを、どのように社会に発信して同意を

得ていくのかということである。そのことを抜きに保育士の専門職としての待遇改善は困

難であると言わざるを得ない。社会に発信する糸口として、まずは保護者である。保護者

にしっかりとそのことを発信しているだろうか。子どもの育ちには何が必要で、育てる大

人はどのようにしたらいいのか、しっかりと保護者に伝えることができているか、そして

しっかりと伝わって同意を得られているのか。保育士の専門性において、子どもを健やか

に育てる子育てのパートナーとしてどの保護者とも確実に信頼関係を築けているのか、今

一度検証する必要があるのではないだろうか。保育を間近に見ている保護者に理解されな

ければ、社会の理解はさらに困難であると考える。 
 
3．養成校と保育現場の連携 

 養成校と保育現場それぞれの課題は決して簡単に解決が図れるものではないが、それぞ

れが課題を共有し連携協力していくことで、解決が効果的にできると思われることを次の

2 点から考えてみたい。 
（1）人材育成と保育の質の向上を効果的に進める 

（2）連携をさらに広げていく 

 例えば、先述の保育士の専門性向上のための研修であるが、園のチーム力を発揮させて

問題解決に向かっていけるようになったとしても、行き詰ることもあり得る。絶えず変わ

る社会情勢や知識を学ぶことも必要であろうし、何より職員には考えつかないような視点

からの示唆を得ることが必要になってくる。そのようなときは外部の研究者等（養成校教

員）が研修に参加することで成果が期待できる。日頃からの信頼関係を基盤に、保育士と

研究者がより良い保育の実践という共通の目的に向かって取り組んでいけることは、非常

に意義深い。養成校教員にも学生に現場の今を教授できる、保育士と協議しながら研究テ

ーマを開発できるという大きな利点もある。 
 今後は、地域の子育て支援のネットワーク等を活用するなど、地域のすべての子育て機

関が結びつくだけでなく、養成校もその一端を担い、課題を共有し子どもたちが健やかに

育つことのできる地域や社会をつくるために役割を果たしていくことも必要になると考え

る。 
 この保育士不足という現象が今後にどのような影響を及ぼすのか、地域においても社会

においても、すべての人が危機感をもち、今自分に何ができるのかを模索し行動すること

が求められている。そのためには、関係機関、特に子どもに近いところにいる保育現場や

養成校が今までには考えられなかったところにまで連携を広げ、知恵を出し合い、支え合

いながら力を発揮することを期待したい。 
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育つ。そのあたりまえのことが単に待機児を解消することで行われるようになるのか。保

護者の長時間労働の問題も含めて、それはかなり難しい。 

 

3．保育士に求められる高い専門性～緊急に必要なのは効果的な家庭・保護者支援 

学校教育につながる幼稚園や保育園での幼児教育も、家庭でのしっかりとした子どもの

育ちがなければ効果はないに等しい。保育士に求められるのは保育をすることだけではな

く、家庭や保護者に対するより効果的な支援である。そのためには高い専門性が必要であ

り、研修が欠かせない。変化する子どもや保護者の状況に合わせながら、効果的な保育の

方法を絶えず模索していかなければならない。そうならなければ、おそらく子どもの健や

かな育ちは期待できない。保育園を増やすのであれば、そこで働く全ての保育士がしっか

りと高い専門性を発揮し、子どもの育ちのために保護者に適切に働きかけることができな

ければ将来に良くない影響も出てくるだろう。幼児教育の段階で適切な支援ができなけれ

ば、学校教育にも影響することは間違いない。 
それだけの専門性が緊急に求められている今、高い専門性を維持するための研修は欠か

すことができない。またその専門性の対価、待遇の問題を改善しない限り、優れた人材は

育たない。受け皿を増やしていくのであれば、それだけしっかりと家庭・保護者支援がで

きる高い専門性をもった保育士を育成していくことを共に考えて行かなければ、子どもの

健やかな育ちは期待できない。 
親だけが子育てをする、できる時代ではすでになく、様々な社会の状況の変化が子育て

を難しくしている。その要因をていねいに紐解き、保育士の専門性を借りて、未来の人材

である子どもたちが健やかに育つことができるようにして行くのはすべての大人の責務で

ある。かつて子育ての責任を親だけに負わせてきたように、今ある問題を保育士だけに押

し付けるようなことが決してあってはならないと強く思う。 
 
4．保育士の現状 

しかしながら保育現場はますます多忙を極めている。ベテランの保育士でも今までに経

験したことのなかった子どもや保護者の対応に追われている。情緒が安定せず、執拗に甘

える子ども、落ちつきのない子ども、子どもとのかかわりを全く経験しないまま親になり、

不安を訴える保護者など枚挙にいとまがない。さらに地域の施設連携や子育て支援の役割

も求められるようになり、業務が拡大し、ますます複雑になっている。命を預かるという

重い責任の保育士だが、子どもの育ちを守るためにはさらに重い責任を負いながら労働過

重にならざるを得ない現状がある。子どもを第一に考え、その育ちを守りたいと強く願う

保育現場ほど思い悩み、保育士が疲弊していく。子どもと生活を共にする保育士という仕

事のやりがい、楽しさを超えて苦悩が先に立つ。限界を感じて退職していくもの、重い責

任を負担に感じ、パートへと勤務形態を変えて行く者などが多く、調査では正規の保育士

のなり手がいないという問題が明らかになっている。実習で保育現場の大変さを間近に見

てしまい、保育士になることをあきらめる学生がいるというさらなる悪循環になっている。 
そのような状況の中、保育士にさらに高い専門性を求めることができるのか、緊急の問題

として考えなければならない。求めるならば早急に待遇改善や労働環境の改善、研修の整
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第 4 章 政府への提言～保育士不足問題の解決のために～ 

 
1．待機児問題に潜むこれからの重要な問題 

 2015 年 4 月より施行される「子ども・子育て支援新制度」が目前となっている。政府は

5年で40万人の保育の受け皿を確保し、2017年度末までに待機児解消を目指すと宣言した。

そして消費税増税から 7,000 億円が子育て支援の拡充に充てられることが明らかになった。

進む少子化の波で労働人口が減少する中、女性が働くことを定着させたい政府の意図は理

解できるし、核家族があたりまえである現状では、保育園が必要になることは必然である。  
これまで株式会社をはじめとした様々な運営主体の参画、家庭的保育や小規模保育とい

った地域に根ざした多様な保育のあり方が進められてきた。このまま保育園数を増やして

待機児を解消することを目的に政策が進んでいくことで何が起こるのか、まずは考察して

みたい。 
 
2．進む保育の「低年齢化」「長時間化」 

 待機児の約 8～9 割の子どもたちが 0～2 歳児であり、従来なら家庭で育っている子ども

たちであることに注目してほしい。なぜ保護者は低年齢からの保育を求めるのか。長引く

不況のために生活が成り立たず、共に働かざるを得ないという状況がある。 

一方で、女性がキャリアを求めて働き続けることも一昔前に比べればあたりまえになっ

てきている。もちろんパートタイム労働も多いが、働くのなら多少大変でも「正規」勤務

という希望も多くなってきている。働きたい、より豊かな生活をしたいという希望は否定

できないが、その背景には家庭で母親だけが子育てを担うことが困難だということがない

だろうか。子育て支援策も在宅の子育てに特化したものも多くなり、拓かれてきた感はあ

るものの、地域や近隣とのつながりを持てずに不安や悩みを抱えて子育てをしている母親

はまだまだ多い。保育園に運よく預かってもらえた保護者の中には自分が子育ての主体者

である実感を持てずに、保育園がなければ子育てができない状態である場合も少なくない。

つまり、低年齢から保育園に預けたいとする傾向は、保護者が親として、子どもを育てる

養育力をしっかりと持てない状況が多くあるのではないだろうか。ひとたび保育園が子ど

もを預かることになれば、保育が長時間化していく。低年齢からの長時間保育を受ける子

どもが多くなっていくことは避けられない。 

労働政策としての保育サービスは子育てと働くことの両立を目指し、子育ての負担を軽

くすること、保護者の労働を支えること目的に拡充された。一方で保育士は専門職である

がゆえに、子どもの最善の利益を掲げてよりよい保育を日々目指していく。事実、多くの

保育園の保育実践は素晴らしいものがある。しかし保育実践が素晴らしいものになればな

るほど、「親である自分が育てるより・・」という考えになっても不思議はない。 

このまま保育園が増えることで、まちがいなく進む保育の低年齢化・長時間化は何をも

たらすのか。子どもの育ちもさることながら、心配なのは親としての成長の機会を奪われ

た保護者の問題である。保育士は保護者の代わりはできるが保護者の役割が全うできるわ

けではない。保護者には保護者にしかできない役割がある。子どもの育ちも基本は家庭に

ある。保護者が保護者としての役割をしっかりと果たすことで子どもは心身共に健やかに
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育つ。そのあたりまえのことが単に待機児を解消することで行われるようになるのか。保
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りと高い専門性を発揮し、子どもの育ちのために保護者に適切に働きかけることができな

ければ将来に良くない影響も出てくるだろう。幼児教育の段階で適切な支援ができなけれ

ば、学校教育にも影響することは間違いない。 
それだけの専門性が緊急に求められている今、高い専門性を維持するための研修は欠か

すことができない。またその専門性の対価、待遇の問題を改善しない限り、優れた人材は

育たない。受け皿を増やしていくのであれば、それだけしっかりと家庭・保護者支援がで

きる高い専門性をもった保育士を育成していくことを共に考えて行かなければ、子どもの

健やかな育ちは期待できない。 
親だけが子育てをする、できる時代ではすでになく、様々な社会の状況の変化が子育て

を難しくしている。その要因をていねいに紐解き、保育士の専門性を借りて、未来の人材

である子どもたちが健やかに育つことができるようにして行くのはすべての大人の責務で

ある。かつて子育ての責任を親だけに負わせてきたように、今ある問題を保育士だけに押

し付けるようなことが決してあってはならないと強く思う。 
 
4．保育士の現状 

しかしながら保育現場はますます多忙を極めている。ベテランの保育士でも今までに経

験したことのなかった子どもや保護者の対応に追われている。情緒が安定せず、執拗に甘

える子ども、落ちつきのない子ども、子どもとのかかわりを全く経験しないまま親になり、

不安を訴える保護者など枚挙にいとまがない。さらに地域の施設連携や子育て支援の役割

も求められるようになり、業務が拡大し、ますます複雑になっている。命を預かるという

重い責任の保育士だが、子どもの育ちを守るためにはさらに重い責任を負いながら労働過

重にならざるを得ない現状がある。子どもを第一に考え、その育ちを守りたいと強く願う

保育現場ほど思い悩み、保育士が疲弊していく。子どもと生活を共にする保育士という仕

事のやりがい、楽しさを超えて苦悩が先に立つ。限界を感じて退職していくもの、重い責

任を負担に感じ、パートへと勤務形態を変えて行く者などが多く、調査では正規の保育士

のなり手がいないという問題が明らかになっている。実習で保育現場の大変さを間近に見

てしまい、保育士になることをあきらめる学生がいるというさらなる悪循環になっている。 
そのような状況の中、保育士にさらに高い専門性を求めることができるのか、緊急の問題

として考えなければならない。求めるならば早急に待遇改善や労働環境の改善、研修の整
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近年、待機児童の解消や、子育て支援策など保育事業におけるサービスは多様化の一途を辿ってい

ます。また、社会では、犯罪の低年齢化やいじめ、自殺、虐待など、子どもを取り巻く環境の深刻化

に伴い、乳幼児教育の重要性が改めて見直され、保育及び保育士の質の向上が喫緊の課題となってい

ます。 

しかしながら、全国の保育現場に目を向けると、子育て事業の鍵となる保育士が不足し、その採用

にあたっては、困難を極めています。とりわけ私立保育園では、多くの園で自園の条件に見合った保

育士を採用することができず、質の高い保育サービスの継続的な提供が不安視されているのが実情で

す。国もこの状況を重く受け止め、「安心こども基金」の積み増し・延長など、保育士確保の施策の拡

充を図るため動き出したところであります。 

本調査は、全国の日本保育士協会会員施設を対象に、深刻化する保育士不足問題が、保育園運営や

保育の質に与えている影響について、質問紙をもって調査し、その実態を明らかにすることで、保育

士不足の解消を今後更に広く働きかけるための材料の一つにしたいと考えています。 

つきましては、お忙しいところ大変恐縮でございますが、平成２５年５月２８日までに、ご返送を

頂きたく、ご協力の程、よろしくお願い申し上げます。 
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備などを行なう必要がある。そうでなければ人材確保は不可能である。また、より専門性

の高い職種の職員を配置するという方向も考えられるかもしれないが、職種の適性や待遇

の問題など課題が多く時間を要することになる。保育現場はそれほど過酷な状況になって

いるのである。 
 また、これまで打ち出されてきた子育て支援策を保育園が多くを担うことになっている

ことも大きな要因と考える。確かに子育ての社会資源として、ノウハウを蓄える保育園は

それにふさわしい。しかしながら、子育ての現状は保育園の力だけではすでに対応できう

るものではない。精神的な疾患を抱える保護者や増えてきた外国人家庭に対する支援など

それは子育てを超えて、保護者個人の福祉の問題として行政や地域が対応すべき問題であ

る。乳幼児期の問題が解決できないまま、小学校へそして社会へと問題が先送りされてい

る現状をどのように解決していくのか、これは子育てだけの問題ではすでにない。 
 
5．提言のまとめ 

これまで子どもや保護者、そして保育士のおかれた状況を述べてきた。今後、政府は、

待機児問題の背景をしっかりととらえ、保育士の人材不足の要因を深く分析し、未来の人

材である子どもの健やかな育ちにつながる施策を打ち出してほしいと切に願うものである。 
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性（保育のみならず家庭・保護者支援がしっかりと行なえること）を確保することで解消
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の取り組みをバックアップする体制を整備し、推進してほしいと考える。特に未来の人材
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なくして、より良い未来はない。未来への投資をいかに重要なこととして私たち大人がと

らえることができるのかが、この国の未来を決めると言っても過言ではない。 
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Ｑ６．平成２５年３月１日現在の在園児数と、保育従事者及び看護師の勤務形態別人数

を記入して下さい。 
 0 歳児 1 歳児 2 歳児 3 歳児 4 歳児 5 歳児 合計 

園児数        

正規職員 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
非正規職員 
(フルタイム) 

 
(  ) 

 
(  ) 

 
(  ) 

 
(  ) 

 
(  ) 

 
(  ) 

 
(  ) 

非正規職員 
(パートタイム) 

 
(  ) 

 
(  ) 

 
(  ) 

 
(  ) 

 
(  ) 

 
(  ) 

 
(  ) 

    ※保育士及び看護師資格のない者については（  ）内に内訳の人数を記入して下さい。 

 
Ｑ７．平成２５年３月 1 日時点における、正規雇用保育士の貴園でのおおまかな平均勤

続年数を記入して下さい。 
（    ）年  

 

 

Ⅲ 貴園の採用状況についてお聞きします。 
 
Ｑ８.  平成２５年度の貴園における保育士の採用状況をお聞かせ下さい。 
   下記の各人数を記入して下さい。 

・募集人数（  名）  ・応募人数（  名）  ・採用人数（  名） 
 
Ｑ９. 保育従事者を採用する際の手段は何ですか？該当する項目の番号３つを○で囲ん

で下さい。 
１．養成校に求人を出す   
２．新聞の折り込みに広告を出す   
３．公共職業安定所に求人を出す 
４．実習生を採用する   
５．人に紹介してもらう   
６．インターネットに求人を出す 
７．求人サイトを利用する  
８．求人雑誌を利用する   
９．派遣会社に登録する 
10．その他（          ） 

※ 該当する項目の番号を○で囲んで下さい。 

※ ここで保育従事者とは、資格の有無に係わらず、直接子どもの保育に携わる者を指すものとします。 

 

Ⅰ 回答者についてお聞きします。 
 
Ｑ１．あなたの現在の役職は何ですか？ 

１． 園長   
２． 副園長   
３． 主任保育士   
４． その他（       ） 

 
 
Ⅱ 貴園の基本状況についてお聞きします。 
 
Ｑ２．貴園の所在地を記入して下さい。 
   ・ 都道府県・指定都市名（         ）  

 ・ 市区名（        ） 
   ・ 町村名（        ） 
 
Ｑ３．施設認可(届出)年を記入して下さい。該当する元号の番号に○をして、カッコ内に

認可(届出)年を記入して下さい。 
１．昭和  ２．平成  （         ）年 

 
Ｑ４．園舎の築年数を記入して下さい。建物が複数ある場合は、主となる園舎の築年数

を記入して下さい。 
築（         ）年 

 
Ｑ５．平成２５年３月１日現在の職員数(常勤、非常勤、パートなどすべてを含む)を記入 

して下さい。 

職種 園長 副園長 

保育従事者 栄養士 

看護師 その他 合計 

有資格者 無資格者 (調理師等）

人数                 

 
 
 



Ｑ６．平成２５年３月１日現在の在園児数と、保育従事者及び看護師の勤務形態別人数

を記入して下さい。 
 0 歳児 1 歳児 2 歳児 3 歳児 4 歳児 5 歳児 合計 

園児数        

正規職員 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
非正規職員 
(フルタイム) 

 
(  ) 

 
(  ) 

 
(  ) 

 
(  ) 

 
(  ) 

 
(  ) 

 
(  ) 

非正規職員 
(パートタイム) 

 
(  ) 

 
(  ) 

 
(  ) 

 
(  ) 

 
(  ) 

 
(  ) 

 
(  ) 

    ※保育士及び看護師資格のない者については（  ）内に内訳の人数を記入して下さい。 

 
Ｑ７．平成２５年３月 1 日時点における、正規雇用保育士の貴園でのおおまかな平均勤

続年数を記入して下さい。 
（    ）年  

 

 

Ⅲ 貴園の採用状況についてお聞きします。 
 
Ｑ８.  平成２５年度の貴園における保育士の採用状況をお聞かせ下さい。 
   下記の各人数を記入して下さい。 

・募集人数（  名）  ・応募人数（  名）  ・採用人数（  名） 
 
Ｑ９. 保育従事者を採用する際の手段は何ですか？該当する項目の番号３つを○で囲ん

で下さい。 
１．養成校に求人を出す   
２．新聞の折り込みに広告を出す   
３．公共職業安定所に求人を出す 
４．実習生を採用する   
５．人に紹介してもらう   
６．インターネットに求人を出す 
７．求人サイトを利用する  
８．求人雑誌を利用する   
９．派遣会社に登録する 
10．その他（          ） 



Ｑ15. Ｑ14 で「１．ある」と答え方は、どのようなことでお困りですか？最も該当する

と思われる項目１つを選んで、番号を○で囲んで下さい。 
   １．求人を出しても応募がない    

２．園の希望する勤務時間と合わない 
   ３．園の保育理念に合わない    

４．給与の条件が合わない 
   ５．その他（               ） 
 
Ｑ16. 人材を確保するために行っていることは何ですか？最も該当すると思われる項目

を１つ選んで、番号を○で囲んで下さい。 
１．賃金を引き上げる 
２．労働時間を短縮する 
３．休暇を確保する 
４．福利厚生の充実を図る 
５．研修会の増加を図る 
６．特にない 

   ７．その他（             ） 
 
 
Ⅳ 貴園の現状についてお聞きします。 
 
Ｑ17. 短時間(1 日６時間又は月 20 日未満勤務)及び、非正規保育士を導入していますか？ 

１．導入している  ２．導入していない 
 
Ｑ18. Ｑ17 で「１．導入している」と答え方のみお答え下さい。導入に伴うメリットは

何ですか？最も該当すると思われる項目を１つ選んで、番号を○で囲んで下さい。 
   １．勤務ローテーションが組みやすい   

２．正規保育士の休暇が取りやすい 
   ３．人件費が削減できる 

４．有資格の正規保育士が確保しやすい  
５．特にない 

   ６．その他（                  ） 
 
 
 
 

Ｑ10.  以下のうち、どの勤務形態の保育従事者を募集しましたか？該当する項目の番号 
  を○で囲んで下さい。（複数回答可） 

１．有資格の正規保育士 
 ２．有資格の非正規保育士（フルタイム） 
３．有資格の非正規保育士（短時間勤務） 

     ４．有資格の非正規保育士（登録型派遣・フルタイム） 
   ５．有資格の非正規保育士（登録型派遣・短時間勤務） 
     ６．無資格のアルバイト・パート（短時間勤務） 
   ７．その他（            ） 
    

Ｑ11. 正規職員の保育士に欠員が生じた場合、どのような形態の人材でその欠員を補って

いますか？該当する項目の番号３つを○で囲んで下さい。 
１．有資格の正規保育士 

 ２．有資格の非正規保育士（フルタイム） 
３．有資格の非正規保育士（短時間勤務） 

     ４．有資格の非正規保育士（登録型派遣・フルタイム） 
   ５．有資格の非正規保育士（登録型派遣・短時間勤務） 
     ６．無資格の登録型派遣（短時間勤務） 

７．無資格のアルバイト・パート（短時間勤務） 
   ８．その他（            ） 
 
Ｑ12. 正規保育士と非正規保育士とでは、業務内容が異なりますか？ 
   １．はい   ２．いいえ 
 
Ｑ13．Ｑ12 で「１．はい」と答えた方は、主にどのように業務内容が異なりますか？ 

該当する項目の番号を○で囲んで下さい。（複数回答可） 
１．勤務時間 
２．保育内容 
３．環境整備 
４．その他（                              ） 

                                
Ｑ14. 保育士を確保する上でお困りのことはありますか？ 
   １．ある   ２．ない  
 
 
 



Ｑ15. Ｑ14 で「１．ある」と答え方は、どのようなことでお困りですか？最も該当する

と思われる項目１つを選んで、番号を○で囲んで下さい。 
   １．求人を出しても応募がない    

２．園の希望する勤務時間と合わない 
   ３．園の保育理念に合わない    

４．給与の条件が合わない 
   ５．その他（               ） 
 
Ｑ16. 人材を確保するために行っていることは何ですか？最も該当すると思われる項目

を１つ選んで、番号を○で囲んで下さい。 
１．賃金を引き上げる 
２．労働時間を短縮する 
３．休暇を確保する 
４．福利厚生の充実を図る 
５．研修会の増加を図る 
６．特にない 

   ７．その他（             ） 
 
 
Ⅳ 貴園の現状についてお聞きします。 
 
Ｑ17. 短時間(1 日６時間又は月 20 日未満勤務)及び、非正規保育士を導入していますか？ 

１．導入している  ２．導入していない 
 
Ｑ18. Ｑ17 で「１．導入している」と答え方のみお答え下さい。導入に伴うメリットは

何ですか？最も該当すると思われる項目を１つ選んで、番号を○で囲んで下さい。 
   １．勤務ローテーションが組みやすい   

２．正規保育士の休暇が取りやすい 
   ３．人件費が削減できる 

４．有資格の正規保育士が確保しやすい  
５．特にない 

   ６．その他（                  ） 
 
 
 
 



Ｑ19. Ｑ17 で「１．導入している」と答えた方のみお答え下さい。導入に伴うデメリッ

トは何ですか？影響のあると思われる順に（ ）の中に番号を振って下さい。 
   （  ） 保育の継続性が失われる 

（  ） 保育士の育成が困難になる 
（  ） 特定の保育士が業務過多になる 
（  ） 保育の質が低下する 
（  ） 職員同士の意思疎通や情報共有が難しい 
（  ） その他（                   ） 
 

Ｑ20. 職員採用にあたって、貴園が保育士に求める事は何ですか？該当する項目の番号

３つを○で囲んで下さい。 
１．社会人としての常識・倫理観がある 

   ２．人柄が良い 
   ３．園の保育理念の理解、遵守する 
   ４．コミュニケーション能力がある 
   ５．保育実践に関する技術がある 

６．子どもに関する知識がある 
   ７．心身が健康である 
   ８．その他（                   ） 
 
Ｑ21. 貴園では、貴園の条件に合致した保育士を充足できていますか？ 
   １．できている  ２．できていない 
 
Ｑ22．その他、保育士不足について、お考えの事があれば自由にお書き下さい。 
 
 
 
 
 

ご協力ありがとうございました。 
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